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研究要旨 

 ACTH 分泌異常症の診療ガイドラインを作成した。また、難病プラットフォームの雛型を用いて作成した各

疾患のレジストリに患者登録を行った。 

 

Ａ．研究目的 

ACTH分泌異常症の診療に資する診療ガイドライ

ンを作成するとともに疾患レジストリへの患者登

録を進める。 

 

Ｂ．研究方法 

 ACTH分泌異常症の診療ガイドラインを作成する

とともに、レジストリへの患者登録を行う。 

（倫理面への配慮） 

 特記すべきことなし。 

 

Ｃ．研究結果 

ACTH分泌異常症の診療ガイドラインを作成し、

Minds事務局および外部委員の評価を受けた後に日

本内分泌学会に提出した。また、各疾患のレジス

トリに患者登録を行った。 

 

Ｄ．考察 

クッシング病及びACTH分泌低下症の診療ガイド

ラインの診療に資する診療ガイドラインを作成す

ることができた。また、新たなエビデンス創出に

繋がる疾患レジストリの拡充に向け、患者登録を

行うことができた。 

副腎不全カードをホームページで公開した。 

 

Ｅ．結論 

ACTH分泌異常症の診療ガイドラインを作成する

とともに、各疾患レジストリへの患者登録を行っ

た。 

 

Ｆ．健康危険情報 

  該当なし 

 

Ｇ．研究発表 
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Inoue E, Uno R, Kanzawa M, Okamura Y, Okada 

K, Kanda T, Fukuoka H, Shigemura K, Nakamura 

Y, Fujisawa M, Ogawa W, Itoh T. 
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蔭山 和則 先端巨大症.今日の治療指針 医学書

院 2023:775-776.  

蔭山 和則 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症：

先端巨大症.新薬と臨床 医学情報研究所 

2022;71:91-95.  

鈴木 幸二、田原 重志、服部 裕次郎、寺本 紳一

郎、森田 明夫【高齢者の糖尿病・内分泌代謝疾
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患マネージメント】年齢を考慮した非機能性下垂

体腺腫のマネージメント.糖尿病・内分泌代謝科 

2022;55:292-300. 

神澤 真紀, 福岡 秀規, 蟹江 慶太郎, 志智 大

成, 坂東 弘教, 山本 雅昭, 山田 正三, 小川 

渉, 伊藤 智雄  Corticotroph adenomaにおける

腫瘍浸潤Tリンパ球とコルチゾールの関連. 日本

内分泌学会雑誌2022;98 Suppl:34-37. 

山本 直希, 福岡 秀規  Cushing病治療における

パシレオチドの役割. 糖尿病・内分泌代謝科

2022;55:257-262. 

 

2. 学会発表  

蔭山 和則、岩崎 泰正、大門 眞 シンポジウム： 

ストレス反応とその緩和•解放を探求する神経内

分泌学：ホットする脳神経ペプチドのはたらき「ス

トレス応答とその緩和における視床下部 CRF の統

御機構について」 第 95 回日本内分泌学会学術総

会 2022 年 6月 別府 

 

蔭山 和則、大門 眞 指定講演：クッシング病の

治療の手引き：薬物療法 第 32 回日本内分泌学会

学術総会 2022 年 11 月 東京 

 

蔭山 和則、高安 忍、沖 隆、大門 眞 指定講

演：副腎不全 update「コルチゾール分泌量と分泌

能についての評価 update」 第 34 回間脳・下垂

体・副腎系研究会 2023 年 3 月 東京 

 

蔭山 和則 市民公開講座：下垂体機能低下症：ス

トレスに適応するためのホルモンが出ないと？ 
間脳下垂体機能障害に関する調査研究班 2023 年

2 月 Web 
 
田原 重志、亦野 文宏、石坂 栄太郎、築山 敦、服

部 裕次郎、鈴木 幸二、寺本 紳一郎、寺本 明、森

田 明夫 シンポジウム：内視鏡下経鼻的腫瘍摘出

術における教育と指導の工夫 第 29回日本神経内

視鏡学会 2022 年 11月 長野 

 

田原 重志、亦野 文宏、服部 裕次郎、石坂 栄太郎、

築山 敦、鈴木 幸二、寺本 紳一郎、寺本 明、森田 

明夫 シンポジウム：経鼻内視鏡手術合併症と対

策. 第 27 回日本脳腫瘍の外科学会 2022 年 10 月 

東京 

 

田原 重志、服部 裕次郎、鈴木 幸二、石坂 栄太郎、

村井 保夫、亦野 文宏、寺本 紳一郎、寺本 明、森

田 明夫 Pituicytoma の臨床病理学的検討 第 81

回日本脳神経外科学会学術総会 2022年09月 神

奈川 

 
西山 充 下垂体機能低下症の治療（教育講演） 

第 95回日本内分泌学会学術総会 2022年 6月 別

府 
 
西山 充 クッシング病の診断（クリニカルアワ

ー） 第 95回日本内分泌学会学術総会 2022年 6
月 別府 
 
西山 充 下垂体疾患の薬物治療（ランチョンセ

ミナー） 第 22回日本内分泌学会四国支部学術集

会 2022年 9月 徳島（WEB開催） 
 
西山 充 成人成長ホルモン分泌不全症 Update 
第 32 回臨床内分泌代謝 Update 2022 年 11 月 東

京 
 
青山夏希、西山 充、船越生吾、岡崎瑞穂、田口崇

文、荒木まり子、藤本新平、寺田典生 プロラクチ

ノーマを合併したアロマターゼ過剰症の 1 例 第

95回日本内分泌学会学術総会 2022年 6月 別府 
 
船越生吾、西山 充、青山夏希、岡崎瑞穂、田口崇

文、藤本新平、寺田典生、椎名 隆、宇高恵子 PD1
抗体により ACTH 分泌低下症をきたした症例の

HLA 解析 第 95 回日本内分泌学会学術総会 

2022年 6月 別府 
 
大高泰幸、西山 充、刑部有紀、青山夏希、船越生

吾、岡崎瑞穂、田口崇文、藤本新平、寺田典生 低

K 血症の精査により診断に至った 17α水酸化酵素

欠損症の 1 例 第 32 回臨床内分泌代謝 Update  

2022年 11月 東京 
 

Araki T, Kameda H, Yamamoto M, Tateno T, 

Iwasaki Y, Yu R, Radulescu A, Burmeister L, 

Fukuoka H, The effect of multi-cultural 

inter-facility endocrine video case 

conferencing– A novel model of education 

during the COVID pandemic – 2022/Jun, 

ENDO2022, Atlanta, USA. 

 

Fukuoka H Novel Therapeutic Target for 
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Aggressive Cushing's Disease 2022/Oct, 

SICEM2022, Gwangju, Korea. 

  

福岡 秀規 下垂体腫瘍の最前線：いま私たちは

どこにいるのか？下垂体腫瘍患者の薬物管理：病

態とエビデンスから選ぶ「今」と「これから」 

2022 年 10 月、日本神経内分泌学会、栃木 

 

神澤 真紀, 岡田 佳輔, 中西 大地, 蜂巣 智也, 

大浦 季恵, 須广 佑介, 猪原 千愛, 猪原 哲嗣, 

今川 奈央子, 吉田 美帆, 塚本 龍子, 福岡 秀

規, 重村 克巳, 藤澤 正人, 伊藤 智雄 未固定手

術検体より採取した,副腎腫瘍細胞像連続 19症例

の比較・検討 2022 年 11 月 第 61 回日本臨床細胞

学会秋季大会 仙台 

 

本村 悠馬, 浦井 伸, 坂東 弘教, 山本 雅昭, 井

口 元三, 福岡 秀規, 小川 渉 Cushing 症候群患

者が認識する特異的症候と医師の診断との乖離 

2022 年 11 月 第 63 回臨床内分泌代謝 Update 東

京 

 

大町 侑香, 山本 雅昭, 坂東 弘教, 蟹江 慶太

郎, 藤井 研己, 廣田 勇士, 井下 尚子, 石田 敦

士, 山田 正三, 福岡 秀規, 小川 渉 局在診断

に難渋するACTH依存性Cushing症候群の1例 2022

年11月 第63回臨床内分泌代謝Update 東京 

 

福岡 秀規 世界との交流、若手の育成  

2022年11月 第63回臨床内分泌代謝Update 東京 

 

福岡 秀規 間脳下垂体疾患の病態理解と診療の進

歩 2022年11月 第63回臨床内分泌代謝Update 

東京 

 

福岡 秀規 糖尿病に潜む内分泌疾患 発見の契機

と診断への道筋 2022年5月 第65回日本糖尿病学

会年次学術集会 神戸 

 

鈴木 正暉, 山本 雅昭, 佐々木 百合子, 大井 佑

夏, 山本 直希, 浦井 伸, 志智 大城, 蟹江 慶太

郎, 高橋 路子, 坂東 弘教, 井口 元三, 福岡 秀

規, 小川 渉 末梢血FKBP5遺伝子発現はACTH非依存

性に血中コルチゾールと関連する 2022年6月 第95

回日本内分泌学会学術集会 大分 

 

友藤 清爾, 坂東 弘教, 山本 雅昭, 高橋 路子, 

佐々木 百合子, 大井 佑夏, 穂積 かおり, 西影 

星二, 浦井 伸, 志智 大城, 山本 直希, 鈴木 正

暉, 蟹江 慶太郎, 井口 元三, 福岡 秀規, 小川 

渉 グルココルチコイド補充中患者におけるCOVID-

19ワクチン接種後のステロイドカバーに関する実

態調査 2022年6月 第95回日本内分泌学会学術集会 

大分 

 

本村 悠馬, 浦井 伸, 坂東 弘教, 山本 雅昭, 井

口 元三, 福岡 秀規, 小川 渉 Cushing症候群診断

時における自覚症状と他覚所見の乖離について 

2022年6月 第95回日本内分泌学会学術集会 大分 

 

蟹江 慶太郎, 伊藤 剛, 井口 元三, 浦井 伸, 坂

東 弘教, 山本 雅昭, 福岡 秀規, 小川 渉, 金子 

新, 高橋 裕 疾患iPS細胞を用いた自己免疫性下垂

体疾患のin vitro疾患モデル樹立と進展防止のた

めの創薬への応用 2022年6月 第95回日本内分泌学

会学術集会 大分 

 

蟹江 慶太郎, 伊藤 剛, 井口 元三, 松本 隆作, 

浦井 伸, 坂東 弘教, 山本 雅昭, 福岡 秀規, 小

川 渉, 金子 新, 高橋 裕 自己免疫性下垂体炎の
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新たな展開 疾患iPS細胞を用いた自己免疫性下垂

体疾患のin vitro疾患モデルの樹立 2022年6月 第

95回日本内分泌学会学術集会 大分 

 

渡邊美季、山本雅昭、神澤真紀、坂東弘教、芳野

啓、廣田勇士、藤田祐一、福岡秀規、小川渉 

GH/PRLの自律性分泌が疑われたsilent 

corticotroph tumorの一例 2023年3月 間脳下垂

体腫瘍学会 沖縄 

 

河内優人、池谷章、柿沢圭亮、山下美保、沖隆、

佐々木茂和：USP48 遺伝子変異陽性 Cushing 病の

2 例．第 95 回日本内分泌学会学術総会 2022.6.2-

4. (別府) 

 

長尾夕夏、徳丸光彬、松下明生、大場健司、橋本

卓也、釣谷大輔、山下美保、佐々木茂和：ニボル

マブ投与後に1型糖尿病とACTH単独欠損症を続け

て発症した一例．第22回日本内分泌学会東海支部

学術集会2022.10.8. (浜松) 

 

遠山柚希乃、山下美保、河内優人、柿沢圭亮、松

下明生、佐々木茂和：長期薬物療法にて性腺機能

回復に至ったプロラクチン(PRL)産生腫瘍の1例．

第248回日本内科学会東海地方会 2022.10.9. (浜

松) 

 

河内優人、山下美保、池谷章、柿沢圭亮、橋本卓

也、内田玲子、今井ゆき子、森田浩、神村純、若

月里江、中村友彦、佐々木茂和：肥厚性硬膜炎を

伴った下垂体炎の一例．第32回臨床内分泌代謝

Update 2022.11.11-12. (東京) 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む。） 

 1. 特許取得 

   該当なし 

 2. 実用新案登録 

  該当なし 

 3.その他 

   該当なし 

 

 

  


